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おもな内容
昭
和
四
十
八
年
度
決
算
：

　
　
　
　
　
…
…
2
～
3

体
育
祭
特
藻
．
…
…
…
…
：
ゆ

税
の
コ
ー
ナ
i
…
…
…
…
…
㈲

同
和
対
策
シ
リ
ー
ズ
③
…
－
㈲

小
原
駐
在
に
岡
本
さ
ん
…
…
㈲

よ
い
こ
の
作
品
…
・
…
…
：
…
σ

軽
自
動
車
の
車
検
…
…
…
…
⑥

市
街
化
調
整
区
域
内
に
土

地
を
購
入
し
て
あ
る
方
へ
…
㈹

　　　　　　　みのりの秋
　10月末の久しぶりに晴れ上った一日は、どこの田んぼ

も刈取りが盛んでした。

　以前は、ノコギリのような鎌で、腰をかがめて一握り

ずっ刈りとったのに、今ではエンジンの音をひびかせて

電気バリカンを大型にしたような機械でバリバリ刈り取

り、程よく束ねられた稲束がポイッと飛び出してきます。

　機械の導入によって仕事は早く、手間もかからなくな

りましたが、今年は長雨の影響で田んぼがぬかり、能率

のよいこのバインダーも使えずじまいという・思わぬハ

プニングで手をやいていた農家も相当あったとか。

（11月1日現在）1，873面積…22．34平方キロ世帯8，379（男4，150女4，229）＜村勢〉総人ロ
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第
三
回
定
例
村
議
会
は
、
九
月
二
十
六
日
か
ら
三
日
間
開
催
さ
れ
、
一
般
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

計
及
び
国
保
・
水
道
の
前
年
度
決
算
書
が
認
定
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
十
五
議
案
目
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一

で
に
な
い
分
量
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
極
め
て
堅
実
な
実
績
を
示
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
財
政
の
健
全
化
を
維
持
し
な
が
ら
、
特
に
福
祉
事
業
や
教
育
．
文
化
の
向
“

上
、
農
業
の
近
代
化
や
環
境
衛
生
な
ど
村
内
の
要
望
を
あ
る
程
度
満
た
せ
る
よ
㎝

う
努
力
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

各
会
計
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
表
や
グ
ラ
フ
に
よ
っ
㎝

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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一
般
会
計

　
歳
入
総
額
七
億
三
千
百
九
十
八
万
四

千
七
百
七
十
六
円
。
歳
出
総
額
七
億
二

千
八
百
四
十
九
万
六
千
三
百
三
十
八
円

と
な
り
、
昨
年
に
く
ら
べ
て
、
歳
入
は

近代化の拡充
7億3千198万4千円
7億2千849万6千円

歳入

歳出

三
十
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
歳
出
で
は

三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
経
費
の
節
約
と

　
　
　
　
　
補
助
事
業

　
こ
の
よ
う
な
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
た

の
は
、
昨
年
突
然
お
そ
っ
た
経
済
の
動

乱
に
よ
る
物
価
の
高
騰
に
対
応
し
て
、

当
初
の
計
画
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
一

般
的
な
経
費
の
節
減
を
は
か
り
、
国
や

県
の
補
助
金
を
受
け
た
建
設
事
業
に
中

心
が
お
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

建
　
設
事
業

　
主
な
建
設
事
業
と
し
て
は
、
保
育
所

・
幼
稚
園
・
農
村
セ
ン
タ
ー
や
大
型
ハ

　
　
ヤ

ウ
ス
の
建
設
及
び
村
道
・
農
道
の
改
良

事
業
の
補
助
金
な
ど
、
い
わ
ば
、
投
資

的
な
経
費
が
前
年
に
対
し
て
、
六
十
％

も
増
加
し
、
村
全
体
の
経
費
の
約
六
十

％
に
も
達
し
ま
し
た
。）

》

一世帯当り

39，527円

33，010

2，247

6，198

4，715

85．697

税額
70，358

58，757

　3，999

11，032

　　8，392

152．541

種　　別

村　民　税

固定資産税

軽自動車税

たばこ消費税

電気ガス税

合　　計

彗茎ぎ，欝
内訳
　　　その他
　　　59，482
　　　10．83％
村債

　109，000
14．89％

歳入の

歳入単位千円
731，984

地方交付税

247，092

　33．76％

国県支出金

　144，009
　19．68％
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z
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4
2
　
　
　
位

13

25

4
　
単
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n
乙
　
4

　
1

税
税
金

　
　
付
『

与
得
咬

取
糊

譲
　
　
策

　
車
対

　
　
全

方
動
安

　
　
通

地
自
交

｛
　
訳

　
　
　
　
　
内歳出の

区　　　分 決算額 構成比 前年対比 一世帯当りの額

議　会　費 21，395 2．94％ 30．6％ 12，019円

総　務　費 77，498 10．64 18．7 43，538

民　生　費 89，491 12．28 340．8 50，276

衛　生　費 15，725 2．16 26．5 8，834

農林水産業費 185，598 25．48 236．6 104，268

商　工　　費 2，693 0．37 32．1 1，513

土　木　費 126，285 17．34 9．9 70，947

消　防　費 36，772 5．00 24．2 20，658

教　育　費 133，674 18．34 △　20．1 75，098

災害復旧費

公　債　　費 27，365 3．75 59．7 15，373

諸支出金 12，000 1．65 △　53．1 6，742

予　備　費

歳出合計 728，496 100．00 38．0 409，268

性　　質　　別
歳　出　内　訳
単位万円カッコ内（％）

　　　5，378’二
その他－

（7．4〉

　　　5，612物件費
　　　（7．8）

扶助費　9，764●’

．，、．補助費　（埠4），
ノ　　　’　　　　　，

人　　件　　費

15，965

（2L9）

一繰公

出債

金質

建設事業費　　　　　　／
36，117

（49．5）

－
の
他
の
義
持
騰
修
欄

つ
紙
し

資立

金金
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業曲
辰や祉膏

田希

計会般

　
　
　
　
　
　
水
道
事
業

　
　
　
　
　
特
別
会
計

　
昭
和
四
十
八
年
度
は
、
一
般
住
宅
の

増
加
並
び
に
工
場
の
進
出
や
住
民
生
活

の
向
上
に
よ
り
、
給
水
量
は
昨
年
よ
り

三
十
二
％
増
加
し
、
約
七
十
四
万
立
方

メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
し
た
。

　
夏
の
需
要
増
加
に
対
し
ま
し
て
は
、

全
給
水
能
力
を
最
大
に
活
用
い
た
し
ま

し
た
が
、
南
部
高
台
地
区
に
お
き
ま
し

て
、
一
時
断
水
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
節
水
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

無
事
に
給
水
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
給
水
人
口
の
伸
び
は
、
二
・
四
％
で

百
七
十
六
人
ふ
え
て
、
年
度
末
の
給
水

総
人
口
は
、

率
は
八
十
六

』
給
水
戸
数

給
水
人
口

配
水
量

　
総
量

　
　
一
日
最
大

　
　
一
日
平
均

有
収
水
量

有
収
率

　
　
　
〔
経

（
（

七
干
七
百
八
十
人
、
普
及

・
八
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
一
、
五
三
五
戸

　
　
　
　
七
、
七
八
O
人

八
二
六
、
七
八
四
立
方
m

　
　
三
、
一
五
九
立
方
m

　
　
二
、
三
六
四
立
方
m

七
三
八
、
八
五
五
立
方
m

　
八
九
、
四
パ
ー
セ
ン
ト

、
費
〕

　
収
益
的
収
入
と
支
出

　
収
入
　
四
一
、
二
二
四
千
円

　
支
出
　

三
七
、
三
七
二
千
円

　
純
利
益
　
　
　
　
三
、
七
六
二
千
円

　
資
本
的
収
入
と
支
出

　
収
入
　

一
五
、
六
八
一
千
円

　
支
出
　

一
七
、
二
〇
千
円

　
収
支
不
足
額
　
　
一
、
四
二
八
千
円

　
資
本
的
不
足
額
に
対
し
ま
し
て
は
、

当
年
度
留
保
資
金
で
補
て
ん
い
た
し
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

　
国
保
会
計
の
約
八
一
・
九
％
を
占
め

る
医
療
費
は
、
二
六
・
八
％
と
非
常
に

高
い
伸
び
率
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、

歳
入
総
額
で
七
千
二
百
二
十
五
万
九
百

こ
十
三
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
六
千
七

百
三
十
五
万
百
四
十
五
円
と
な
り
、
差

引
四
百
八
十
七
万
五
千
七
百
七
十
八
円

の
剰
余
金
を
残
し
て
決
算
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
保

険
税
は
、
前
年
に
対
し
て
一
〇

増
で
一
世
帯
平
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

均
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。
　
　
　
　
　
支
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、
一
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の

帯
当
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療
費
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3．0％九
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3．2％保険施設費

r＼

（

に
つ
い
て
み
ま
算
円

す
と
、
五
万
二
決
千

　
　
　
　
　
　
　
　
位

千
二
亘
二
士
一
計
単

円
と
な
っ
て
お
会

り
、
被
保
険
者
叫

村
の
人
口
の
約
四
四
・
一
％
の
人
が
国

民
健
康
保
険
へ
加
入
し
て
お
り
ま
す
。

必
ず
十
四
日

　
　
　
以
内
に
届
出
を
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方
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の
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の
被
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の
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格
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り

　
　
　
　
　
　
一
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鵬
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5
　
　
一
　
保
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出

　
　
　
　
　
支
一
と
き
、
や
め
た

　
　
　
　
　
●
一
　
と
き

　
　
　
　
　
　
一
2
他
市
町
村
へ

　
　
　
　
　
　
一
転
出
し
た
と
き

　
　
　
　
　
　
一
転
入
し
た
ど
き

　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
一
3
　
子
供
が
出
生

　
　
　
　
　
　
・
　
し
た
と
き

　
　
　
　
　
　
｝
4
だ
れ
か
が
死

　
　
　
　
　
　
一
　
亡
し
た
と
き

　
　
　
　
　
　
一
5
　
世
帯
主
の
変

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
一
更
が
あ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
｝

入
　
金
　
～
き

　
収

　
の
　
　
　
　
一
6
　
村
の
中
で
住

　
　
　
入

他
　
　
　
　
所
が
変
わ
っ
た

　
の

　
そ
　
　
繰
　
　
・
　
と
き
（
転
居
）

　
％
　
　
％
　
　
一
　
な
ど
で
す
。

　
6
　
　
　
　
1
　
　
　
　
唱

　
」
　
　
α
　
　
　
一

　
　
　
ー
ー
ー
ー
ー
L

　
　
し
ま
し
ょ
う

　
　
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ど
な
た
で

　
…
製
品
な
ど
、
種
々
雑
多
な
物
が
捨
て
ら

　
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
川
は
死
ん
で
し
ま

　
　
い
ま
す
。
あ
る
時
は
、
か
ん
が
い
用
水

　
　
・
防
火
用
水
や
子
供
た
ち
の
遊
び
場
に

　
な
っ
た
り
す
る
、
こ
の
大
切
な
川
を
い

　
　
つ
ま
で
も
美
し
く
保
ち
た
い
の
は
、
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
同
じ

漏盛魯
櫻
護
娯
蘇
錯
鷲

　
　
近
ご
ろ
の
投
書
を
ま
と
め
て
み
ま
す

讐
鷲
事
に
つ
い
て
の
投
稿
が

漁
◎
川
を
よ
ご
さ
せ
な
い
よ
う
に
い
た

一
人
が
こ
の
一

年
聞
に
約
四
・

二
回
病
気
に
か

か
り
、
ま
た
日

国保特男

数
で
は
、
平
均
度
部

＋
四
日
間
通
院
年
の

し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
国
保
へ

の
加
入
世
帯
は

年
度
末
現
在
で

一
千
六
十
四
世

帯
、
被
保
険
者

数
は
、
三
千
六

百
三
十
二
人
で

一一…一一一一一一…昭和48

　　　　　　　　　●収入

35，365

25，651

9，938

1，170
　　　　　　　　［

100

49．0％　国・県支出金

税険35．5％　保

越金13．8％　繰

な
た
で

気
持
で

お
互
に

合
つ
て

最
近
の
投

書
箱
か
ら

し
よ
う
。

協
力
し

美
化
運

動
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

◎
　
決
め
ら
れ
た
日
に
不
燃
物
の
搬
出

　
を

　
あ
る
収
集
所
で
は
、
搬
出
日
が
守
ら

れ
ず
、
一
ケ
月
近
く
も
放
置
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
て
、
周
辺
が
不
衛
生
に

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
雨
期
や
夏
季
に

は
「
ハ
エ
」
や
「
カ
」
の
住
み
家
と
な

り
、
近
所
の
家
に
も
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
冬
に
向
か
う
と
、
強
い

西
風
が
吹
き
、
搬
出
物
が
散
乱
し
か
ね

ま
せ
ん
の
で
必
ず
決
め
ら
れ
た
日
、
に
出

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
　
建
設
的
な
投
書
を
い
た
だ
き
あ
り

　
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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・
心
配
さ
れ
た
天
候
も
、
カ
ラ
ッ
ト
晴
れ
あ
が
り
、
恒
例
の
村
民
体
育
祭
は
大
ぜ

　
・
い
の
参
加
を
い
た
だ
き
大
変
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
近
所
に
住
ん

　
　
・
で
い
で
も
普
段
は
な
か
な
か
会
え
な
い
人
達
に
会
っ
て
話
の
つ
き
な
い
か

　
　
　
・
た
や
、
お
互
に
、
子
供
の
成
長
ぶ
り
に
び
っ
く
り
し
て
い
る
か
た
な
ど

　
　
　
　
・
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
競
技
は
、
幼
児
か
ら
お

　
　
　
　
・
年
よ
り
ま
で
参
加
で
き
、
日
ご
ろ
運
動
不
足
の
か
た
は
、
こ
の
機

　
　
　
　
　
・
会
に
体
力
に
無
理
の
な
い
運
動
を
習
慣
づ
け
る
の
も
、
今
が
一

　
　
　
　
　
　
・
番
よ
い
季
節
で
す
。
な
に
よ
り
も
今
年
は
、
若
い
人
の
参
加

　
　
　
　
　
　
　
・
が
目
立
ち
、
主
催
者
側
も
胸
を
ホ
ッ
ト
な
で
お
ろ
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
・
た
。

親
子
競
走
…
目
の
前
が
真
暗
や
み

　
　
　
た
よ
り
に
な
る
の
は
我
が
子
な
り

噛
、

婁
晃

豫
ミ
萎

体育祭

特集

　
た

　
し

　
ま

　
り

　
な

　
く

走
レ

　
、
り

競
ず

物
め

　
も

害
俵

障

村長あいさつ

ふ
う
せ
ん
割
り
、
又
は
ケ
ツ
圧

測
定
と
も
い
う
そ
う
で
す

二つもっているのに、このうえ

三つも、もてるかしら

欝

笛太鼓で声援を送る成沢応援団

）
）

）

）
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（
（

笏

！
耕
作
地
に
異
動
が

　
　
　
あ
っ
た
ら
届
出
を
！

　
み
な
さ
ん
の
農
業
所
得
算
出
の
基
礎

と
な
る
耕
作
地
に
次
の
よ
う
な
異
動
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
．
十
二
月
末
日
ま
で
に

役
場
税
務
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
異

動
前
の
農
業
所
得
が
算
出
さ
れ
、
大
変

不
利
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ω
耕
作
地
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
（
た

　
と
え
ば
、
耕
作
地
の
貸
借
り
、
埋
立

　
な
ど
）

②
耕
作
地
の
売
買
、
仮
登
記
に
よ
り
耕

　
作
を
し
な
く
な
っ
た
場
合
、
桑
の
新

　
植
、
改
植
、
果
樹
の
新
植
及
び
稲
作

　
の
休
耕
、
水
田
裏
作
を
し
な
か
っ
た

　
と
き
。
　
（
※
届
出
用
紙
は
、
税
務
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
）

』
源
泉
徴
収
と

　
　
　
　
　
　
年
末
調
整

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
の
支
給
の
と
き
に
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
納
付
は
、
あ
く
ま
で

も
予
定
計
算
に
よ
る
納
付
で
あ
っ
て
、

給
与
の
べ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
扶
養
親
族
の

異
動
な
ど
に
よ
る
所
得
控
除
の
状
況
の

変
化
に
よ
り
、
一
年
間
の
確
定
税
額
と

の
間
に
差
が
生
じ
る
こ
と
に
な
か
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99、A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、ρ噛，9、A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、’o’、’●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99㌦，の噛9σ、A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o、9鱒．’、A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、ノ㌔’、AD　　　　　　　　　　　　　　　　　’、，“．’、A　　　　　　　　　　　　　　　’o　　　　’、6暁り　　　　　　　　　　　　　’、A’、　　　　　　　　　　　　’、’■’、ノ㌦　　　　　　　　　　’、’．’、A　　　　　　　　’、A’、A　　　　　　’、6晩9’、Dの○　　　　’、A’、♂㌔　　’、A’、A’、A’、A、β囎

こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
に
給
与
の

支
払
を
受
け
る
と
き
に
調
整
し
、
税
金

を
納
め
過
ぎ
て
い
る
人
は
、
還
付
を
受

け
、
不
足
し
て
い
る
人
は
追
加
し
て
税

金
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「

税
を
知
る
週
間
」
始
ま
る

　
十
一
月
十
一
日
か
膨
「
税
を
知
る
週

（3）同和対策シリーズ

近世封建社会と
　　　　部落’（1）

徳川幕藩体制と身分制

　
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て

の
戦
国
時
代
は
、
各
地
σ
領
主
で
あ
る

大
名
た
ち
が
、
た
が
い
に
争
い
な
が
ら

領
地
と
民
衆
の
支
配
を
ひ
ろ
め
て
い
く

段
階
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
有
力
な
大

間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
「
週
間
」
は
納
税
者
の
方
だ
け

で
な
く
、
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
税
を
知

っ
て
い
た
だ
き

、
税
の
理
解
者
・
協
力

者
と
な
っ
て
い
た
だ
く
趣
旨
で
す
。

．
税
務
署
は
「
週
間
」
に
か
か
わ
ら
ず

い
つ
で
も
皆
さ
ん
の
苦
情
や
相
談
を
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
電
話
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
・
　
　
　
　
熊
谷
税
務
署

名
が
天
下
を
統
一
し
ま
し
た
。
こ
の
統

一
の
し
ご
と
は
、
織
田
信
長
か
ら
豊
臣

秀
吉
を
へ
て
、
徳
川
家
康
の
手
で
全
国

的
に
組
織
づ
け
ら
れ
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
徳
川
氏
は
、
幕
府
を
ひ
ら

い
て
将
軍
と
な
り
、
全
国
の
二
百
五
十

前
後
の
大
名
を
従
え
て
封
建
的
な
政
治

体
制
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。
こ
れ
が

徳
川
幕
藩
体
制
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　
徳
川
幕
藩
体
制
は
、
武
士
階
級
が
農

民
階
級
と
、
新
し
く
社
会
的
勢
力
と
な

っ
た
町
人
階
級
を
支
配
す
る
し
く
み
で

し
た
。
こ
れ
は
、
民
衆
が
武
士
に
反
抗

で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
民
衆
の

結
合
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
対
立
さ
せ
る

し
く
み
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
結
果
、

士
農
工
商
と
い
う
新
し
い
身
分
制
度
の

誕
生
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
し
く
み
に
は
、
天
下
を
統
一
し

『
た
秀
吉
、
家
康
自
身
が
成
り
上
り
も
の

で
あ
っ
た
経
験
．
を
生
か
し
、
戦
国
時
代

○
、
（

　
所
得
税
第
二
期
分
納
期

　
　
十
一
月
三
十
日
ま
で

　
所
得
税
第
二
期
分
の
納
税
は
十
一
月

一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

納
期
限
に
遅
れ
ま
す
と
、
延
滞
税
が

か
か
り
ま
す
か
ら
、
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

の
下
剋
上
を
い
っ
さ
い
ス
ト
ッ
プ
し
よ

う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

士
農
工
商
は
、
そ
の
た
め
の
社
会
的
格

付
け
で
あ
甑
、
し
か
も
こ
の
格
付
け
は

現
状
の
社
会
的
地
位
で
き
め
て
い
く
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　
こ
う
し
て
将
軍
の
子
は
将
軍
、
家
老

の
子
は
家
老
と
い
う
よ
う
に
、
身
分
、

門
地
、
財
産
を
特
権
的
に
親
か
ら
子
に

世
襲
し
て
い
く
制
度
が
築
か
れ
て
い
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
百
姓
、
職
人
、

商
人
も
全
く
同
じ
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
民
衆
の
分
裂
支
配
は
、
大

切
底
年
貢
の
負
担
者
で
あ
る
農
民
を
上

位
に
お
き
、
さ
さ
や
か
な
優
越
感
を
与

え
不
満
を
や
わ
ら
げ
、
し
ぼ
り
と
る
だ

け
し
ぼ
り
と
り
、
さ
ら
に
、
町
人
に
対

す
る
さ
げ
す
み
の
思
想
を
植
え
つ
け
る

と
い
う
、
巧
妙
な
政
策
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
さ
ら
に
士
農
工
商
の
身
分

の
下
に
、
新
た
に
賎
民
と
い
う
身
分
（

　11月の納税
固定資産税第4期分…
　　納期1、1月30日まで

　12月の納税
村・県民税第4期分
国民健康保険税第5期分
　　納期12月25日まで
●父の汗、母の工夫で
　　　　　明るい納税●

今
日
に
至
る
部
落
の
歴
史
の
出
発
）
力

法
的
に
つ
く
ち
れ
だ
の
で
す
。

　
す
で
に
戦
国
末
期
に
、
一
部
の
大
名

の
間
で
身
分
設
置
の
動
き
が
あ
り
ま
し

た
が
、
徳
川
氏
の
天
下
統
一
後
次
第
に

整
え
ら
れ
、
各
地
の
城
下
町
、
村
々
に

賎
民
身
分
の
固
定
化
が
す
す
め
ら
れ
て

十
七
世
紀
中
葉
前
後
か
ら
、
公
的
な
も

の
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
近
世
の
賎
民
身
分
は
、
中
世
の

被
差
別
民
と
は
全
く
違
い
、
幕
府
や
藩

と
い
う
公
的
権
力
に
よ
っ
て
固
定
化
さ

れ
た
新
し
い
政
治
的
制
度
で
し
た
。

　
こ
の
身
分
制
度
に
は
、
同
時
に
、
職

業
転
換
、
地
域
か
ら
抜
け
出
す
こ
ど
、

他
の
身
分
と
の
通
婚
、
社
交
を
全
面
的

に
禁
止
す
る
政
策
、
つ
ま
り
、
身
分
、

職
業
、
居
住
の
自
由
を
与
え
な
い
三
位

　
一
体
の
き
び
し
い
政
策
と
し
て
、
今
日

ま
で
四
百
年
間
に
わ
た
る
差
別
を
つ
く

り
出
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
．

、
く
’
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旨／

／那

十
一
月
二
十
六
日
～
十
二
月
二
日
ま
で

　
火
が
こ
い
し
く
な
る
と
と
も
に
、
火

事
の
発
生
件
数
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
尊
い
人
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

わ
か
っ
て
は
い
る
事
で
す
が
、
も
う
一

度
、
次
の
「
安
全
点
検
」
を
行
な
い
ま

し
ょ
う
◎

ア
　
暖
房
器
具
の
安
全
点
検

イ
　
老
人
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝
場
所

　
　
の
点
検

ウ
　
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
寝
た
ば
こ

　
　
の
防
止

工
．
消
火
用
具
の
準
備

家
庭
の

　
　
火
災
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー

（
ワ
ン
）
石
油
ス
ト
ー
ブ

ー
　
燃
え
て
い
る
と
き
は
、
石
油
を
入

2543（
ツ
ウ
）

12435
れ
な
い

燃
え
や
す
い
物
を
ま
b
り
に
お
か

な
い

物
が
落
ち
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
な
い

消
し
わ
す
れ
を
し
な
い

　
　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
コ
ン
ロ

ゴ
ム
ホ
ー
ス
に
ひ
び
わ
れ
は
な
い

かま
わ
り
に
、
火
を
よ
び
や
す
い
も

の
が
な
い
か

油
な
べ
の
過
熱
に
注
意

ボ
ン
ベ
は
外
へ
、
た
お
れ
な
い
よ

う
に

ボ
ン
ベ
の
安
全
弁
、
調
整
器
は
、

さ
わ
ら
な
い

昭和49年11月15日

　あなたにもはじめは消せる

禾η　　　　　　　小さな火

　　　（火災シーズン来葦）

β
纒

　
　
　
　
　
　
＼

ユ

ラうへ
》

　
　
黛
馬

　
　
　
　
傷

んイ
ヒ
ー
ッ
＼

ミ
葺

）

）

騒駐在所コ…ナ

小
原
駐
在
に

　
岡
本
さ
ん

氏
　
名
　
岡
本
敏
朗
（
二

　
　
　
　
＋
五
歳
）

出
身
地
秋
田
県

趣
味
特
技
・
　
柔
道
二
段

　
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
特
に

　
ギ
タ
ー
演
奏
が
得
意
で

　
す
。

　
岡
本
さ
ん
は
、
埼
玉
の

人
情
・
風
俗
と
発
展
途
上

に
あ
る
衛
星
都
市
に
興
味

を
持
ち
、
は
る
ば
る
秋
田

県
か
ら
単
身
来
県
い
た
し

ま
し
た
。

　
ご
本
人
は
、
埼
玉
県
の
人
び
と
に
溶

け
込
み
、
多
く
の
人
達
に
接
し
て
、
埼

玉
県
人
に
な
り
き
る
決
意
を
持
っ
て
、

県
警
に
奉
職
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
熊
谷
署
に
あ
っ
て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
に
乗
務
し
、
数
々
の
功
績
を
上
げ

ま
し
た
。

撒
雛
騰
避

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漁

　
ヤ
ン
グ
の
悩
み
ご
と
に
　
撚

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
番
蕪

懸
麟
繕
精
縮
論

テ
レ
ホ
ン
・
コ
ー
ナ
ー
）
を
は
じ
め
ま

し
た
。

　
だ
れ
で
も
悩
み
ご
と
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、
少
年
も
ま
た
、
異
性
問
題
や
交

友
関
係
、
学
校
や
職
場
な
ど
で
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
ご
と
を
も
っ
て
い
な
が
ら
、

親
や
先
生
、
友
人
な
ど
に
も
相
談
で
き

ず
に
い
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
、
い
わ
ゆ

る
孤
独
型
の
少
年
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

　
悩
め
る
少
年
こ
そ
話
し
相
手
が
欲
し

い
も
の
で
す
。

　
だ
れ
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
ず
に
困
っ

て
い
る
ヤ
ン
グ
の
諸
君
、
思
い
き
っ
て

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

＊
電
話
〇
四
八
八
i
二
二
i
三
七
四
一

　
埼
玉
県
少
年
セ
ン
タ
ー
少
年
相
談
室

開
設
時
間
　
日
曜
・
祝
祭
日
を
の
ぞ
く

　
　
　
　
　
毎
巳
　
午
前
八
時
三
十
分

　
　
　
　
　
か
ら
午
後
五
時
ま
で

　
　
村
内
の
交
通
事
故
件
数

　
一
月
か
ら
九
月
末
ま
で
の
発
生
件
数

件
　
数
　
　
　
　
　
十
二
件

死
　
亡
　
　
　
　
　
三
名

負
傷
　
　
　
　
十
七
名

　
　
　
J

　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
▼
公
給
領
収
証
を

　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か
▲

　
料
理
店
、
バ
i
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
な

ど
の
遊
興
や
飲
食
の
お
勘
定
の
と
き
は

公
給
領
収
証
を
受
け
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
領
収
証
に
よ
っ
て
、
料
理
飲
食

等
消
費
税
が
正
し
く
県
に
納
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
廿
と

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
ハ
ウ
ス
「
キ
ュ
ウ
リ
」

　
　
　
　
　
　
初
出
荷
始
ま
る

　
真
夏
か
ら
、
種
ま
き
、
接
木
、
定
植

と
苦
労
が
実
を
結
ん
で
、
十
月
中
旬
か

ら
初
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
集
荷
は
、
土
曜
を
除
く
毎
日
午
後
六

時
か
ら
御
正
農
協
で
行
な
い
、
現
在
は

日
に
百
箱
（
五
㎏
入
）
平
均
を
出
荷
し

一
箱
千
円
く
ら
い
で
す
。
　
（
即
売
も
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
V
味
も
歯
切
れ
も
季

節
物
と
変
り
な
い
そ
ヶ
で
す
。

出
荷
を
待
つ
キ
ュ
ウ
リ
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の
晶

よ
高
瀬
舟
を
読
ん
で

　
　
　
　
江
南
中
学
二
C

　
　
　
　
　
　
　
宅
森
美
重
子

　
気
に
か
か
っ
て
い
た
中
間
テ
ス
ト
も

終
わ
り
、
さ
あ
こ
こ
で
何
か
本
で
も
読

も
う
か
な
と
、
図
書
館
に
行
き
手
に
し

た
の
が
森
鴎
外
の
高
瀬
舟
だ
っ
た
。

　
高
瀬
舟
は
、
島
流
し
に
さ
れ
る
罪
人

を
運
ぶ
小
舟
で
の
役
人
と
罪
人
の
会
話

を
書
い
た
短
編
小
説
で
あ
る
。

　
私
は
こ
の
物
語
の
テ
ー
マ
は
何
か
、

作
者
の
い
い
た
い
こ
と
は
何
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
み
た
。

　
そ
し
て
、
二
つ
の
こ
と
が
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。

　
そ
の
一
つ
は
、
人
の
欲
望
に
つ
い
て

の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
役
人
の
庄
兵

衛
と
喜
助
と
の
会
話
を
通
じ
て
、
ま
た

庄
兵
衛
の
思
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
読
み

と
れ
る
。
人
間
は
絶
え
ず
満
足
し
き
っ

て
い
な
い
。
次
か
ら
次
へ
と
欲
望
と
い

う
も
の
が
起
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
あ
る

程
度
の
と
こ
ろ
で
満
足
し
よ
う
、
ま
た

は
、
満
足
し
な
い
ま
で
も
、
が
ま
ん
し

よ
う
と
思
う
の
は
容
易
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
　
（
中
略
）
つ
ま
り
作
者
は

∩
（
，

こ
こ
で
人
間
の
生
活
の
中
で
の
が
ま
ん

と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
い
お
う
と
し

て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　
第
二
の
テ
ー
マ
は
、
安
楽
死
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
死
を
目
前
に
し
た
弟
の

苦
し
さ
を
見
る
に
忍
び
な
く
、
つ
い
に

は
、
弟
を
殺
し
た
喜
助
。
し
か
し
ほ
ん

と
う
に
殺
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
庄
兵
衛
の
疑
問
も
、
も
っ
と
も

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
奉
行
に
は
、
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

奉
行
の
意
見
が
正
し
い
と
は
、
い
ち
が

い
に
い
え
な
い
と
思
う
。
つ
ま
り
問
題

に
な
る
の
は
死
ん
で
い
っ
た
人
間
の
気

持
で
あ
る
。
あ
の
場
合
、
弟
が
殺
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
な
ら
、

喜
助
は
殺
し
た
と
い
う
よ
り
、
苦
し
ん

で
い
る
人
間
を
苦
か
ら
救
っ
た
と
い
え

る
。
ま
た
、
そ
の
人
問
が
も
っ
と
生
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
な
ら
、
い
く
ら

死
ぬ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
殺
し
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
生
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
間
を
殺
す
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
人
間
を
完
全
に
無
視

し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
安
楽
死
と
い
う
こ

と
は
、
人
間
が
判
断
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
ま
た
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い

と
思
う
。

　
春
の
夜
、
京
都
の
加
茂
川
を
下
っ
て

い
く
高
瀬
舟
を
舞
台
と
し
て
、
作
者
は

こ
の
二
つ
の
問
題
を
私
達
に
問
い
か
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

勉
強
と
深
夜
放
送

　
　
　
　
　
　
江
南
中
学
三
B

　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
　
博

　
「
今
晩
は
、
風
耕
士
で
す
凶

な
ん
て
と
こ
ろ
か
ら
、
風
さ
ん
担
当
の

「
た
む
た
む
た
い
む
」
と
い
う
ラ
ジ
オ

番
組
が
、
夜
中
の
十
二
時
十
分
か
ら
始

ま
る
。
僕
は
す
か
さ
ず
、
毎
夜
こ
れ
を

聴
い
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
勉
強

し
て
い
な
い
わ
け
で
も
な
い
。

　
中
学
三
年
と
も
な
れ
ば
、
十
二
時
前

に
寝
て
は
い
け
な
い
、
と
思
い
、
十
二

時
過
ぎ
ま
で
、
ど
う
に
か
や
っ
て
い
る
。

　
十
二
時
に
な
れ
ば
、
結
構
楽
し
い
番

組
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
僕
は
目
標
を
き
め
て
い
る
、
と
い
う

の
は
、
十
一
時
ご
ろ
に
な
る
と
眠
く
な

る
時
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
は
、
　
「
あ
と

一
時
間
だ
。
頑
張
れ
」
と
気
を
取
り
返

し
て
、
す
か
さ
ず
勉
強
し
始
め
る
。
目

標
は
た
む
た
む
た
い
む
だ
け
だ
。
よ
く

あ
る
だ
ろ
う
。
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
時
な

ど
、
　
「
あ
と
二
周
だ
凶
　
「
あ
と
百
メ
ー

ト
ル
だ
已
と
ゴ
ー
ル
を
こ
の
番
組
に
置

き
か
え
た
だ
け
で
あ
る
。
ゴ
ー
ル
に
達

し
た
か
ら
と
い
っ
て
勉
強
を
や
め
る
わ

け
で
も
な
い
。
零
時
三
十
分
に
な
れ
ば

文
化
放
送
で
セ
イ
ヤ
ン
グ
、
　
（
中
略
）

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
又
、
ゴ
ー
ル

に
き
め
て
い
る
。

　
世
間
の
人
は
、
　
「
勉
強
の
最
中
に
ラ

ジ
オ
な
ん
か
も
っ
て
の
ほ
か
だ
已
と
批

　
　
　
、
一
（
，

　
　
ゆ

も
僕
は
、
ラ
ジ
オ
を
聴
い
た
こ
と
の
な

い
人
が
そ
う
い
う
の
だ
と
思
う
。
な
ぜ

そ
う
な
の
か
。
セ
イ
ヤ
ン
グ
な
ど
で
は

零
時
三
十
分
か
ら
だ
け
ど
、
初
め
の
十

五
分
ぐ
ら
い
は
、
世
界
に
さ
き
が
け
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
て
い
る
。
こ
の

前
だ
っ
て
、
ニ
ク
ソ
ン
が
辞
任
し
た
後

フ
ォ
ー
ド
氏
が
大
統
領
と
な
り
、
　
（
中

略
）
な
ど
を
短
足
の
せ
ん
だ
み
つ
お
が

放
送
し
て
い
る
。
深
夜
放
送
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
皆
か
っ
て
に
変
な
想
像
を
し

て
い
る
ら
し
い
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
イ

レ
ブ
ン
P
M
で
も
視
て
い
た
ほ
う
が
い

い
と
思
う
け
ど
。

　
翌
朝
に
な
っ
て
起
き
て
み
る
と
、
ラ

ジ
オ
を
オ
ン
に
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ

ん
な
こ
と
が
あ
る
と
、
僕
の
母
は
、
　
「

ラ
ジ
オ
が
つ
け
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
よ
凶

と
注
意
し
て
く
れ
る
。
で
も
僕
は
、
ラ

ジ
オ
は
毎
夜
聴
き
の
が
さ
ず
に
聴
い
て

い
る
。

　
そ
こ
で
僕
は
、
ふ
と
疑
問
が
お
こ
っ

て
く
る
。
そ
れ
は
、
ラ
ジ
オ
な
ん
か
を

聴
い
て
て
、
勉
強
に
さ
し
つ
か
え
な
い

だ
ろ
う
か
。
身
が
は
い
る
だ
ろ
う
か
と

そ
こ
で
ま
た
考
え
る
。
勉
強
、
勉
強
で

い
や
な
時
代
が
や
っ
て
き
た
も
の
だ
。

一
番
大
切
な
の
は
、
身
体
や
頭
を
い
や

判
す
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
，
亀
●

　
工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
今
年
も
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、

工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
指
定
統
計
で
、

製
造
業
に
属
す
る
す
べ
て
の
事
業
所
を

対
象
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
調
査
対
象
に
な
る
事
業
所
に
は
、
調

査
票
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
（
企
画
課
統
計
係
）

◆
あ
な
た
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
◆

　
長
い
間
の
丹
精
が
花
ひ
ら
き
、
村
内

菊
友
会
に
よ
る
菊
花
展
が
、
十
一
月
二

日
か
ら
八
日
間
、
役
場
庁
舎
前
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
れ
も
み
ご
と
な
出
来
ば
え
に
、
お

と
ず
れ
た
か
た
を
う
っ
と
り
さ
せ
ま
し

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
皿
　
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

す
こ
と
で
は
漢
の
だ
誉
か
・
と
嵐
…
…

一
讃
擁
難
論
…
㎜
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

附
加
年
金
で

　
　
　
明
る
い
老
後

　
国
民
年
金
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め

て
、
定
額
給
付
を
う
け
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
希
望
で
附
別
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
よ
り
高
額
の
老
令
年
金
が

ほ
し
い
と
い
う
被
保
険
者
の
要
望
に
こ

た
え
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
保

険
料
の
免
除
を
う
け
て
い
る
人
と
「
五

年
年
金
」
の
加
入
者
は
除
か
れ
ま
す
。

　
附
加
保
険
料
は
、
一
ケ
月
四
百
円
で

す
。　

し
た
が
っ
て
一
ケ
月
の
保
険
料
は
定

額
分
と
あ
わ
せ
て
、
千
三
百
円
（
五
十

年
一
月
か
ら
千
五
百
円
）
と
な
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
国
民
年
金
係
へ
ど
う
ぞ
。

高
額
療
養
費
支
給

　
　
　
　
十
月
一
日
か
ら

「
高
額
療
養
費
」
と
は

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
お
医
者

さ
ん
に
か
か
っ
て
、
一
人
一
カ
月
の
医

療
費
の
自
己
負
担
額
が
三
万
円
を
こ
え

た
場
合
に
、
そ
の
こ
え
た
分
を
国
保
が

負
担
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。

　
高
額
療
養
費
支
給
要
件

①
　
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
の
は

保
険
診
療
分
だ
け
で
あ
り
、
保
険
診
療

外
の
も
の
（
特
別
室
料
、
歯
科
で
認
め

ら
れ
て
い
る
差
額
徴
収
等
）
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

②
　
一
人
の
被
保
険
者
が
同
じ
月
内
に

同
じ
医
療
機
関
（
入
院
と
通
院
と
歯
科

は
別
）
に
お
い
て
、
そ
の
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
保
険
診
療
の
自
己
負
担
額
が

三
万
円
を
こ
え
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

③
　
高
額
療
養
費
は
、
医
療
機
関
か
ら

出
さ
れ
る
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
（
通

常
レ
セ
プ
ト
）
に
よ
っ
て
支
払
う
の
で

実
際
に
支
払
わ
れ
る
の
は
、
診
療
を
受

け
た
月
か
ら
ニ
カ
月
程
度
後
に
な
り
ま

す
。

　
前
期
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

印
か
ん
持
参
の
上
、
住
民
課
国
保
係
ま

で
お
い
で
下
さ
い
。

㈲
　
老
人
医
療
費
等
、
国
が
実
施
し
て

い
る
公
費
負
担
医
療
に
つ
い
て
は
、
医

療
機
関
に
お
け
る
窓
口
で
の
取
扱
い
は

今
ま
で
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ

り
、
窓
口
払
い
な
し
で
行
わ
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民
課
国
保
係

　
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

市
街
化
調
整
区
域
内
に

　
　
土
地
を
購
入
し
て
あ
る
方
へ

“
開
発
申
請
”
を
し
な
い
と
建
築
は
で
き
な
く
な
り
ま
す

あなたの車も早目に

　軽自動車も
　　1車検が必要
　　　　検査期限までに

◎軽自動車については、いままで車両検査の必要がありませんで

　したが、道路運送車両法の一部改正で、昭和48年10月1日から普

　通自動車と同じように、車両検査を行なうことになりました。

　　これは、軽自動車による公害防止と安全性の向上を図る，ための

　ものです。

◎検査の対象となる軽自動車！

　　三輪、四輪の軽自動車で、下表のように届出年月日に応じて、

　順次検査期限がきめられております。

　　下表の届出年月日以前に届け出のしてある車両は、すでに検査

　期限が切れており、そのまま運転しておりますと、・法令違反とな

　りますので、至急検査を受けてください。

◎検査する場所

　　上尾市大字平方領領家字前505の1

　　軽自動車検査協会埼玉事務所（0487－25－2626）
◎検査を受けると

　　検査証と標章（ステッカー）が交付されます。

　次回（2年後）の車検からは、軽自動車税の納税証明も必要とな

　りますから、納税の領収書は大切に保管しておいてください。

〉〆
、夢’、、

、

ン）

　検査期限

昭和49年5月
昭和49年6月
昭和49年7月
昭和49年8月
昭和49年9月
昭和49年10月
昭和49年11月
昭和49年12月
昭和50年1月
昭和50年2月
昭和50年3月
昭和50年4月
昭和50年5月
昭和50年6月
昭和50年7月
昭和50年8月
昭和50年9月

　　　　届　　出　　年　　月　　日

昭和45年1月1日から昭和45年3　31日まで
昭和45年4月1日から昭和45年6月30日まで
昭和45年7月1日から昭和45年9月30日まで
昭和45年10月1日から昭和45年12月31日まで
昭和46年1月1日から昭和46年3月31日まで
昭和46年4月1日から昭和46年6月30日まで
昭和46年7月1日から昭和46年9月30日まで
昭和46年10月1日から昭和46年11月30日まで
昭和46年12月1日から昭和47年2月29日まで
昭和47年3月1日から昭和47年4月30日まで
昭和47年5月1日から昭和47年7月31日まで
昭和47年8月1日から昭和47年10月31日まで
昭和47年11月1日から昭和48年1月31日まで
昭和48年2月1日から昭和48年4月30日まで
昭和48年5月1日から昭和48年6月30日まで
昭和48年7月1日から昭和48年8月31日まで
日召禾日48年9月1日から日召禾日48年9月30日まで’

羨
・

　
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
二
十
八
日
、

新
都
市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
、
江
南
村

に
お
い
て
も
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化

調
整
区
域
に
区
分
さ
れ
た
こ
と
は
ご
承

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
市
街
化
調
整
区
域
内
に
自
分
の

建
物
を
建
て
る
目
的
で
土
地
を
取
得
し

て
い
る
方
の
う
ち
「
昭
和
五
十
年
六
月

二
十
八
日
」
ま
で
に
、
そ
の
こ
と
を
届

出
て
い
る
方
は
、
昭
和
五
十
年
十
二
月

二
十
七
日
ま
で
に
建
物
を
建
て
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
を
一
般
的
に
は
「
既
存
権

利
の
届
出
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
南
村
に
は
、
現
在
な
お
、
こ
の
「

既
存
権
利
の
届
出
」
を
さ
れ
た
方
が
相

当
数
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
方
は

「
開
発
許
可
の
申
請
」
を
七
、
さ
ら
に

》
）

ま
た
「
建
築
確
認
申
請
」
を
提
出
し
て

昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
に

建
物
を
建
て
な
い
と
↓
権
利
を
失
い
ま

す
の
で
な
る
べ
く
早
く
申
請
の
手
続
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
し
か
し
「
既
存
権
利
の
届
出
」
の
し

て
あ
る
方
で
も
、
区
画
の
変
更
、
盛
土

切
土
、
現
況
農
地
な
ど
の
現
況
宅
地
へ

の
変
更
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
　
「
開
発

行
為
」
と
な
り
「
開
発
行
為
許
可
申
請

（
書
）
」
を
提
出
し
、
許
可
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
そ
う
し
ま
す
と
建
築
の
期
限
を
延
ば

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
届
出
に
つ
き
ま
し

て
の
お
問
い
合
せ
は
、
役
場
建
設
課
へ

ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
有
線
（
三
七
五
一
）




